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オプトアウト用公開文書 

 

 

研究名称 

本邦における子宮体癌に対する低侵襲手術（MIS）の実態調査 

 

１．研究の対象 

日本産科婦人科学会腫瘍登録に登録されている 2015 年 1 月～2017 年 12 月の間に子宮体癌に対

する腹腔鏡手術・ロボット支援課手術を施行した症例 

＊近畿大学病院で 2015 年 1 月～2017 年 12 月の間に子宮体癌に対する腹腔鏡手術・ロボット支援

課手術を施行したすべての症例を日本産科婦人科学会腫瘍登録に登録しています。 

 

 

２．研究目的 

 子宮体癌の主治療は外科的切除であり、低侵襲手術（腹腔鏡下手術・ロボット支援下手術）は本邦

で急激に広まりつつありますが、実施数、実施施設、手術適応、手術術式、腫瘍学的予後に及ぼす影

響については全く不明です。そのため、本研究では本邦における子宮体癌に対する低侵襲手術治療

の実態を解析し本邦の現状を把握することにより、問題点を明らかにし、今後の子宮体癌に対する

低侵襲手術のより適切で安全な普及を図ることを目的とします。 

 

 

３．研究実施期間 

倫理委員会承認後～2024 年 3 月 31 日まで 

 

４．研究の方法 

本研究は日本産科婦人科学会婦人科腫瘍委員会悪性腫瘍登録のデータを 2 次利用する別の研究（以

下 A 研究とする）と統合して調査を行います。 

本研究では、低侵襲手術の実態を把握するために A 研究では不足している情報を本研究にて収集し

ます。 

 

収集する情報（下記情報を患者様のカルテより取集します） 

術前推定病期、術前病理診断結果（組織型、分化度）、術日、手術情報（卵管閉鎖処理の有無、マニ



第１.1 版：2023 年 3 月 7 日 

 

ピュレーター使用の有無、膣切開の方法、子宮口閉鎖方法）、術後病理情報、術後補助療法情報、再

発の有無、再発確認日、再発部位、再発数、最終観察日、生存情報 

 

＊本研究の情報は他の研究で利用することはございません。 

 

 

５．研究組織および試料・情報を利用する者の範囲 

【研究代表者】情報の収集と調査を行う機関 

東海大学医学部専門診療学系産婦人科学 

 准教授 吉田 浩 

 

【近畿大学研究責任者】 

近畿大学医学部産科婦人科学教室 

教授 松村 謙臣 

〒589-8511 大阪府大阪狭山市大野東 377-2 

電話：072-366-0221 内線 3215 

FAX：072-368-3745  

 

【情報提供機関】近畿大学もこの機関になります 

日本産科婦人科学会腫瘍登録事業の全施設 

https://www.jsog.or.jp/facility_program/search_result_facility.php 

 

 

６.情報の管理について責任を有する者の氏名又は名称 

近畿大学医学部産科婦人科学教室 松村 謙臣 

 

 

７．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ます。 

また、患者様が特定できる情報（患者様氏名・カルテ番号）については削除され、匿名化されて
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おりますが、あなたの情報を研究に利用する事を希望されない場合はお申し付け下されば利用する

事を停止致します。情報利用を希望されなくても、あなたに不利益を被る事はありませんのでご安

心下さい。 

 

この研究は近畿大学医学部倫理委員会（https://www.med.kindai.ac.jp/rinri/index.html）で審査

され、承認を受けた後、医学部長による許可を受けて実施します。 

 

 

【相談窓口】 

近畿大学医学部産科婦人科学教室 

             小谷 泰史 

〒589-8511 大阪府大阪狭山市大野東 377-2 

電話：072-366-0221 内線 3215 

FAX：072-368-3745  

 

 


